
 木材需要の増加に対応するため、効率的な作業を行う必要があり、高性能林業機械等の導入が必要不可欠になっているが、導入には林
業事業者の負担が大きいため、リースでの使用が多い状況にある。

 このため、林業事業者や木材加工業者が、効率的な作業や安定した経営が行えるよう、国・県の補助事業の対象とならない高性能林業
機械等の導入に対し助成を行った。

宮崎県延岡市（高性能林業機械等整備事業）林業就業者の育成

□ 基礎データ

□ 事業内容

高性能林業機械等の導入支援

素材生産の増大を目指す林業事業者や木材加工業者が高性能林業機械等を

導入した場合の費用の一部を助成する。

【対象となる機械】 高性能林業機械、木材加工に係る機械等(中古含む)

【対象者】

【事業費】

①ひなたのチカラ林業経営者又は３ヶ年平均の素材生産量が
3,000㎥以上の林業事業者

②３ヶ年平均の素材生産量が3,000㎥未満の林業事業者
③木材加工業者

11,600千円（全額譲与税11,600千円） 【補助率】1/3以内

①の事業者 新品の場合 6,000千円 中古の場合 3,000千円

②、③の事業者 新品の場合 3,000千円 中古の場合 1,600千円

グラップル1台、プロセッサ1台、グラップルソー1台

□ 事業スキーム

□ 工夫・留意した点

・国県の補助事業の対象とならない林業事業体を対象に支援
したことで、安定した経営に寄与した。

・中古の林業機械を補助対象としたことで、中小の事業体
も高性能林業機械を導入しやすい環境を整えた。

市 補助事業者

交付決定

補助金申請

□申請書

□素材生産及び収支の計画

□事業計画書

□収支予算書

□直近３年間の素材生産量が分かる資料（市場の出荷証明等）

□直近３年間の収入が分かる資料（決算報告書、納税書類）

□市税等完納証明書 □誓約書

□導入機械のパンフレット等 □見積書の写し

事業の着手

実績報告

プロセッサグラップル

【限度額】

【実 績】

①令和５年度譲与額：150,100千円 ②私有林人工林面積（※１）：20,395ha

③林野率（※１）：84.7％ ④人口（※２）：118,394人 ⑤林業就業者数（※２）：378人

※１：「2020農林業センサス」より、※２： 「R2国勢調査」 より


